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	応用
	抗原情報
	背景
	C3aは、補体系の活性化時に放出されるアナフィラトキシンです。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、C3aのオーファンGタンパク質共役受容体です。コードされている受容体がC3aに結合すると、走化性、顆粒酵素の放出、スーパーオキシドアニオンの産生、そして細菌のオプソニン作用が活性化されます。[RefSeq提供、2016年5月]、機能：走化性および炎症性ペプチドであるアナフィラトキシンC3aの受容体。この受容体は、走化性、顆粒酵素の放出、およびスーパーオキシドアニオンの産生を刺激する。,PTM：硫酸化部位のうち、Tyr-174はC3aアナフィラトキシンとの結合に必須である。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：肺、脾臓、卵巣、胎盤、小腸、脳、心臓、および内皮細胞など、いくつかの分化した造血細胞株に広く発現している。主にリンパ組織に発現する。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;補体および凝固カスケード;
	画像データ
	

	C3AR1抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	C3AR1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

